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2025（令和７）年度「人権」に関するポスター優秀作品 

 

カレンダー１月・展示用 カレンダー２月・展示用 カレンダー３月・展示用 

   

尾鷲市立尾鷲小学校 

１学年 高村 穂香 

津市立新町小学校 

２学年 瀧川 充稀 

四日市市立内部中学校 

２学年 岡田 花 

みんながえがおで、にこにこになってほし

いです。 

 ペアかつどうで友
とも

だちがこまっていたら、

ぼくは「どこがわからないの」と言
い

って、い

っしょに考
かんが

えています。こまっている人
ひと

がい

たら、たすけてあげるとか、教
おし

えてあげると

かじゃなくて、ぼくは、いっしょに考
かんが

えたい

です。これからもじぶんから声
こえ

をかけていき

ます。 

 差
さ

別
べつ

を感
かん

じる事
こと

が無
な

かった日
ひ

に見
み

た夕
ゆう

日
ひ

で

す。 

 明
あ

日
す

もまた差
さ

別
べつ

のない日
ひ

になる事
こと

を心
こころ

よ

り願
ねが

っています。 

 

カレンダー４月・展示用 カレンダー５月・展示用 カレンダー６月・展示用 

   

鈴鹿市立天名小学校 

６学年 伊藤 翔愛 

尾鷲市立矢浜小学校 

２学年 内山 優香 

伊賀市立友生小学校 

４学年 道岡 結菜 

 どこの国
くに

でも、どんな人
ひと

でも、みんな同
おな

じ

人
にん

間
げん

だから、みんな平
びょう

等
どう

であるということを

伝
つた

えたいです。 

 みんなが、えがおであそんだり、べん強
きょう

し

たりできたらいいなと思ってかきました。 

 ほかの人
ひと

の手
て

の色
いろ

や足
あし

の色
いろ

を馬
ば

鹿
か

にした

り、なかまはずしにしたりしてほしくないと

いう気
き

持
も

ちでかきました。 

 自
じ

分
ぶん

の色
いろ

をもっと大
たい

切
せつ

にしましょう。 

 

カレンダー７月・展示用 カレンダー８月・展示用 カレンダー９月・展示用 

   

伊賀市立久米小学校 

３学年 丸木 はな 

四日市市立八郷小学校 

５学年 加藤 愛十 

津市立白塚小学校 

３学年 堀 柚葉 

 「みんなが自
じ

分
ぶん

らしく生
い

きていこう」とい

う思
おも

いをこめてかきました。 

 平
へい

和
わ

な世
せ

界
かい

をみんなでつくっていくこと。  じぶんの大
たい

切
せつ

な命
いのち

をまもって人
ひと

の大
たい

切
せつ

な

きもちもまもりたい。 
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カレンダー10月・展示用 カレンダー11月・展示用 カレンダー12月・展示用 

   

鈴鹿市立一ノ宮小学校 

６学年 水谷 春陽 

伊賀市立城東中学校 

３学年 西口 葉音 

伊賀市立霊峰中学校 

２学年 古坊 芽依 

 一
ひと

人
り

ひとりが持
も

っている、それぞれのもの

をあきらめずに、大
たい

切
せつ

に想
おも

う気
き

持
も

ちを大
だい

事
じ

に

してほしい。 

 一
いち

度
ど

しかない自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

を思
おも

いっきり楽
たの

し

んで、大
たい

切
せつ

にしてほしいという思
おも

いでこのポ

スターをかきました。人
ひと

に何
なに

かを言
い

われても

自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

は自
じ

分
ぶん

で決
き

めるという強
つよ

い意
い

思
し

を

持
も

って生
い

きていきたいと思
おも

いました。 

 個
こ

人
じん

の行
こう

動
どう

が地
ち

域
いき

全
ぜん

体
たい

に広
ひろ

がれば、一
ひと

人
り

ひ

とりの意
い

見
けん

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

える良
よ

い未
み

来
らい

をつく

ることができるという願
ねが

いをこめました。 

 

展示用 展示用 展示用 

   

鈴鹿市立郡山小学校 

１学年 佐和田 莉愛 

津市立片田小学校 

２学年 藤波 直 

鈴鹿市立稲生小学校 

４学年 武田 志穂 

 クラスのみんなと仲
なか

良
よ

くじゃんけん列
れっ

車
しゃ

で

つながりました。これからもみんなと仲
なか

良
よ

く

していきたいなと思
おも

います。 

 朝
あさ

顔
がお

駅
えき

につくと、朝
あさ

顔
がお

の花
はな

もにこにこ咲
さ

い

ていました。みんなの笑
え

顔
がお

もいっぱいで楽
たの

し

かったです。笑
え

顔
がお

をいっぱい咲
さ

かせていきた

いです。 

 もっといろいろなともだちとあそびたい気
き

もちをこめました。おにごっことかかくれん

ぼをやりたいです。 

 男
おとこ

の子
こ

がピンク色
いろ

がすきでも、女
おんな

の子
こ

が

緑
みどり

色
いろ

がすきでも、自
じ

分
ぶん

のこのみなのだから、

自
じ

信
しん

をもってほしいことを伝
つた

えたいです。 

 

展示用 展示用 展示用 

   

津市立新町小学校 

５学年 大西 咲雪 

伊賀市立崇広中学校 

１学年 土田 あいみ 

伊賀市立城東中学校 

１学年 川西 優陽 

 自
じ

分
ぶん

の個
こ

性
せい

を「色
いろ

」にたとえて一
ひと

人
り

ひとり

を大
たい

切
せつ

にしてほしいと思
おも

いをこめてかきまし

た。 

 どうして「色
いろ

」とあらわしたかと言
い

うと、

みんなの個
こ

性
せい

は、色
いろ

のようにたくさんあるの

で「色
いろ

」とあらわしました。こうして、自
じ

分
ぶん

の色
いろ

を大
たい

切
せつ

にすれば、差
さ

別
べつ

もなくなると思
おも

い

ました。 

 伝
つた

えたいことは、人
ひと

との違
ちが

いこそがその人
ひと

の輝
かがや

きであり、大
たい

切
せつ

にされるべきものだとい

うことです。見
み

た目
め

や考
かんが

え方
かた

、性
せい

格
かく

など人
ひと

に

よって違
ちが

っても、その一
ひと

つひとつが個
こ

性
せい

であ

り価
か

値
ち

があります。 

 このポスターを通
とお

して、互
たが

いを認
みと

め合
あ

い、

誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して自
じ

分
ぶん

らしく生
い

きられる社
しゃ

会
かい

に

したいという思
おも

いを伝
つた

えたいです。 

 ぼくは SNS での拡
かく

散
さん

などでうわさを流
なが

して

いる人
ひと

のほとんどがそのうわさが本
ほん

当
とう

かどう

か確
たし

かめていない人
ひと

だと思
おも

いました。そして

そのうわさを聞
き

いた人
ひと

も本
ほん

当
とう

かどうかを確
たし

か

めずにまた他
ほか

の人
ひと

に話
はな

してしまうということ

が起
お

こっているので、うわさをうのみにして

拡
かく

散
さん

してしまうのではなく、まずはそのうわ

さが本
ほん

当
とう

なのかを確
たし

かめてほしいという願
ねが

い

を込
こ

めました。また、本
ほん

当
とう

であってもその人
ひと

の立
たち

場
ば

になって考
かんが

えてみよう。 

※差
さ

別
べつ

につながる身
み

元
もと

調
ちょう

査
さ

は許
ゆる

されません。 
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展示用 展示用 

  

津市立豊里中学校 

２学年 鈴木 奏美 

亀山市立亀山中学校 

３学年 伊達 麟太郎 

 一
ひと

人
り

ひとりが自
じ

分
ぶん

の個
こ

性
せい

で自
じ

信
しん

を持
も

ってほ

しい！ 

 自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が光
ひか

り 輝
かがや

ける存
そん

在
ざい

ということに

気
き

づいてもらいたい！ 

 人
ひと

はそれぞれ違
ちが

うところや違
ちが

う考
かんが

えがあ

るから面
おも

白
しろ

く、その違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、支
ささ

え合
あ

っ

て、人
ひと

との関
かか

わりや毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

を楽
たの

しむこと

が大
たい

切
せつ

です。 

 

 


